別表-2
プール関連機器認定基準（オゾン浄化装置）
· 認定基準は下の表の「要求度」の　[基準]　の項目が「基準値・要件」を達成していること。 
· [推奨] および [参考] については、当協会が望ましいと考えている値なので、できる限り「基準値・要件」を満たしていること。
	基本事項

	機器の名称
	オゾン浄化装置
	

	
	型式
	

	
	型番
	


	項目
	基準値・要件
	要求度

	機器の設計基準・仕様・性能、など
	外形寸法
	書類・図面等に記載があること。
	推奨

	
	乾燥重量
	
	

	
	運転重量
	
	

	
	消費電力/電源容量
	
	

	
	オゾン発生装置
	発生方法
	無声放電法、電気分解法、など
	参考

	
	
	発生量
	規定条件下で定格発生量が得られること。 単位：g/h（グラム/時）
	基準

	
	
	ガス濃度
	20g/Nm3　以上
	推奨

	
	
	分岐水量
	5%　以上（循環水量比）
	推奨

	
	
	原料
	空気、または水（水道水）、など
	参考

	
	オゾン反応装置
	構成
	オゾン反応装置、オゾンガス注入器、廃オゾン処理器
	参考

	
	
	材質
	オゾンに耐食性のあること
	参考

	
	
	有効容量
	反応槽の有効内容積
	参考

	
	
	注入率
	0.2mg/L 以上（循環水量比）
	推奨

	
	
	反応時間　
	30秒　以上（分岐水量に対し）
	基準

	
	
	水処理確認
	流量計、圧力計の装備があること
	推奨

	
	
	廃オゾン
処理方式
	触媒など（金属系、不燃性活性炭など）
	参考

	
	
	分解剤
交換周期
	条件：２４時間/日　運転時の消耗状況の判断基準を記入
	参考

	
	操作盤
	設計基準
	電気設備技術基準に準拠
	基準

	
	
	電気計装
	ELB、電圧計、電流計または積算電力計が付いていること
	推奨

	
	
	警報
	異常表示、警報出力端子があること
	基準

	
	
	運転方法
	循環ろ過装置とのインターロック
	基準


社内検査資料・社内検査記録
	基準値・要件
	要求度

	· 検査基準があること
	基準

	· 検査記録があること
	基準


取扱説明書
	基準値・要件
	要求度

	· 運転及び取扱上の安全性を考慮した注意事項(PL法)が記載されている
	基準

	· 運転方法の説明が適切に記載されている
	基準

	· オゾンガスに対する安全対策が記載されている
	基準

	· 自主（ユーザー）点検方法が適切に記載にされている
	基準


保証・アフターサービス
	基準値・要件
	要求度

	· 保証期間が記載されている
	基準

	· 保守点検の連絡先が記載されている
	基準


